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一

般

科 
 

  

『
大
鏡
』
で
は
、
道
長
に
至
る
藤
原
北
家
嫡
流
の
人
物
に
共
通
し
て
「
た
ま
し
ひ
」
あ
る
豪
胆
な
逸
話
が
、
対
し
て
藤
原
良
房
・
仲
平
・
実
頼
・
伊
尹
・
道
隆
の
一
族
は
、
学 

芸
色
豊
か
な
逸
話
が
描
か
れ
て
い
る
。
旧
稿[

注
１]

で
は
「『
古
今
』
に
も
あ
ま
た
侍
め
る
は
」〈
良
房
伝
〉
と
記
さ
れ
て
い
る
藤
原
良
房
に
つ
い
て
論
じ
た
が
、
本
稿
は
「
和
歌
の
道 

に
も
傑
れ
お
は
し
ま
し
て
、
後
撰
に
も
あ
ま
た
入
り
た
ま
へ
り
」〈
実
頼
伝
〉
と
記
さ
れ
て
い
る
藤
原
実
頼
に
注
目
し
、
弟
で
あ
る
藤
原
師
輔
と
比
較
し
な
が
ら
そ
の
描
写
に
つ
い 

て
検
討
し
て
み
た
い
。 

       
 

キ
ー
ワ
ー
ド :  

中
古
文
学
、
歴
史
物
語
、
藤
原
実
頼 

  

一 
 

藤
原
実
頼 

藤
原
実
頼
は
、
昌
泰
三
（
九
○
○
）
年
に
誕
生
。
父
に
基
経
男
で
あ
る
関
白
忠
平
を
、
母

に
宇
多
天
皇
皇
女
源
順
子
を
持
つ
。
時
平
女
を
室
と
し
、
子
に
敦
敏
・
頼
忠
・
斉
敏
・
慶
子
・

述
子
、
孫
に
は
佐
理
・
公
任
・
実
資
ら
が
い
る
。
延
喜
十
五
（
九
一
五
）
年
に
昇
殿
、
延
長

八
（
九
三
○
）
年
の
蔵
人
頭
任
官
後
、
参
議
・
中
納
言
・
大
納
言
・
右
大
臣
・
左
大
臣
を
経

て
、
康
保
四
（
九
六
七
）
年
に
太
政
大
臣
就
任
。
後
、
安
和
元
（
九
六
八
）
年
関
白
、
翌
年

摂
政
と
な
る
が
、
天
禄
元
（
九
七
○
）
年
五
月
十
八
日
、
七
十
一
歳
で
没
す
る
。
以
上
、
実

頼
の
任
官
は
順
風
満
帆
で
あ
り
、
摂
関
家
勢
力
の
盤
石
さ
が
伝
わ
っ
て
く
る
。 

 

し
か
し
、
実
頼
は
娘
の
慶
子
を
朱
雀
天
皇
女
御
に
、
述
子
を
村
上
天
皇
女
御
と
し
た
も
の

の
、
何
れ
も
外
戚
関
係
を
結
ぶ
こ
と
が
出
来
ず
、
外
祖
父
と
し
て
権
力
を
持
つ
こ
と
は
叶
わ

な
か
っ
た
。
後
、
弟
師
輔
が
娘
安
子
を
成
明
親
王
（
後
の
村
上
天
皇
）
に
入
内
さ
せ
、
冷
泉
・

円
融
の
外
祖
父
と
し
て
実
権
を
握
る
こ
と
に
な
る
。 

 

父
忠
平
の
教
命
を
受
け
た
実
頼
は
、
弟
師
輔
と
共
に
有
職
故
実
の
第
一
人
者
と
な
り
、
そ

れ
ぞ
れ
小
野
宮
流
・
九
条
流
と
い
う
流
派
を
形
成
す
る
に
至
る
。
父
忠
平
は
有
職
故
実
に
精

通
し
て
お
り
、
そ
の
様
子
は
、 

李
部
王
記
云
延
喜
御
門
最
後
御
薬
之
間
春
宮
朱
雀
院

七
歳
御
時
御
舅
貞
信
公
干
時
左
大
臣 

為
御
共
参
内 

主
上
御
対
面
之
間
有
五
ケ
条
之
仰
一
者
可
専
神
事
二
者
可
仕
法
皇
三
者
可

聞
左
大
臣
訓
四
者
可
哀
古
人
其
外
一
ケ
条
御
忘
却
春
宮
御
退
出
之
時
左
大
臣
被
奉
問
之
記
正

文
取
意 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〔『
河
海
抄
』〈
巻
五
〉〕 

と
、「『
李
部
王
記
』
で
は
、
醍
醐
天
皇
が
朱
雀
天
皇
に
対
し
て
五
箇
条
の
遺
誡
を
伝
え
る
際

に
、
そ
の
内
の
三
条
に
忠
平
の
教
訓
を
聞
く
べ
き
だ
と
言
っ
て
い
る
」
と
い
う
記
載
か
ら
も

伺
え
る
。 

又
、
実
頼
は
、
家
集
『
清
慎
公
集
』
を
持
ち
、
『
秦
箏
相
承
血
脈
』
に
も
名
が
見
ら
れ
、

『
古
今
著
聞
集
』
〈
巻
第
六
「
管
絃
歌
舞
」
第
七
〉
で
は
天
暦
五
年
正
月
二
十
三
日
の
宴
で

重
明
親
王
ら
の
琴
と
共
に
箏
を
奏
し
た
逸
話
が
あ
る
等
、
和
歌
や
箏
な
ど
の
管
絃
に
も
造
詣

が
深
か
っ
た
。〔
詳
し
く
は
次
項
二
で
触
れ
る
。〕 

 
『
大
鏡
』
〈
実
頼
伝
〉
で
は
、
実
頼
の
財
産
を
相
伝
さ
れ
た
実
資
の
豪
奢
な
邸
宅
の
様
子

や
、『
今
昔
物
語
集
』〈
巻
第
二
十
四
第
三
〉
に
は
実
頼
大
饗
で
主
賓
師
輔
に
贈
ら
れ
た
細
長

は
水
に
落
と
し
て
も
濡
れ
た
跡
が
少
し
も
わ
か
ら
な
い
程
精
巧
で
あ
っ
た
と
い
う
逸
話
が

記
さ
れ
て
お
り
、
い
か
に
実
頼
一
族
が
富
裕
で
あ
っ
た
か
が
看
守
さ
れ
る
。 
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二 
 

『
大
鏡
』
に
お
け
る
藤
原
実
頼 

『
大
鏡
』〈
実
頼
伝
〉
は
実
に
学
芸
色
豊
か
な
伝
で
あ
る
。〈
実
頼
伝
〉
の
概
略
を
見
る
と
、

ま
ず
実
頼
に
関
し
て
、
出
自
・
経
歴
に
始
ま
り
、
「
和
歌
の
道
に
も
傑
れ
お
は
し
ま
し
て
」

「
何
事
に
も
有
識
に
、
御
心
う
る
は
し
く
お
は
し
ま
」
す
人
柄
で
世
人
の
規
範
に
な
っ
た
と

あ
る
。
又
、
稲
荷
明
神
が
御
覧
に
な
る
と
言
っ
て
自
邸
の
正
殿
で
は
常
に
冠
を
つ
け
た
逸
話

や
、
息
子
敦
敏
の
死
去
を
知
ら
な
い
東
国
の
人
に
和
歌
を
詠
ん
だ
逸
話
が
あ
る
。
こ
の
後
、

実
頼
一
族
の
話
に
転
じ
、
佐
理
、
三
島
明
神
の
額
を
書
す
・
佐
理
、
道
隆
邸
の
障
子
色
紙
形

の
書
を
任
さ
れ
る
も
遅
参
・
佐
理
女
も
書
家
・
実
資
の
豪
奢
な
邸
宅
の
様
子
等
の
逸
話
が
記

さ
れ
て
い
る
。
次
伝
の
実
頼
息
子
〈
頼
忠
伝
〉
で
は
、
詩
歌
管
弦
の
「
い
づ
れ
の
み
ち
も
ぬ

け
い
で
給
」
ふ
公
任
の
様
子
が
描
か
れ
て
お
り
、
ま
さ
に
学
芸
一
族
と
し
て
形
成
さ
れ
て
い

る
。 

 

そ
こ
で
、
以
下
、
何
事
も
有
識
で
世
人
の
規
範
と
な
っ
た
実
頼
の
『
大
鏡
』
に
お
け
る
逸

話
に
注
目
し
検
討
し
て
み
た
い
。 

 
 ①

和
歌
の
道
に
も
傑
れ
お
は
し
ま
し
て
、
後
撰
に
も
あ
ま
た
入
り
た
ま
へ
り
。
～
中
略
～ 

男
君
は
、
時
平
の
お
と
ど
の
御
む
す
め
の
腹
に
、
敦
敏
の
少
将
と
き
こ
え
し
、
父
お
と

ど
の
御
先
に
か
く
れ
た
ま
ひ
に
き
か
し
。
さ
て
、
い
み
じ
う
お
ぼ
し
嘆
く
に
、
東
の
方

よ
り
、
亡
せ
た
ま
へ
り
と
も
知
ら
で
、
馬
を
献
り
た
り
け
れ
ば
、
お
と
ど
、 

 
 
 

ま
だ
知
ら
ぬ
人
も
あ
り
け
り
東
路
に
我
も
往
き
て
ぞ
住
む
べ
か
り
け
る 

い
と
悲
し
き
事
な
り
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〈
実
頼
伝
〉 

  

実
頼
は
和
歌
の
道
に
秀
で
、
『
後
撰
集
』
に
も
多
く
入
集
し
て
お
り
、
又
、
息
子
敦
敏
の

死
去
を
知
ら
な
い
東
国
の
人
が
敦
敏
に
馬
を
贈
り
、
こ
れ
を
見
た
実
頼
が
悲
し
ん
で
、
「
ま

だ
し
ら
ぬ
」
の
和
歌
を
詠
ん
だ
と
い
う
逸
話
で
あ
る
。 

実
頼
が
和
歌
に
堪
能
で
あ
っ
た
こ
と
は
周
知
の
事
実
で
あ
っ
た
。
実
頼
は
家
集
『
清
慎
公

集
』
が
あ
り
、
歌
合
の
手
本
と
し
て
崇
拝
対
象
と
な
っ
た
有
名
な
「
天
徳
四
年
内
裏
歌
合
」

で
は
判
者
も
務
め
、『
栄
花
物
語
』〈
巻
第
一 

月
の
宴
〉
で
は
、「
小
野
宮
の
大
臣
は
、
歌
を

い
み
じ
く
詠
ま
せ
た
ま
ふ
。
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
勅
撰
集
（
八
代
集
）
に
も
二
十
三
首
入

首[

注
２]

し
て
お
り
、
こ
れ
は
『
大
鏡
』
の
立
伝
人
物
の
中
で
は
、
最
も
多
い
。
『
今
昔
物
語

集
』〈
巻
第
二
十
四
第
三
十
二
〉
に
は
、 

大
臣
、「
此
ノ
花
ノ
庭
ニ
散
タ
ル
様
ハ
、
何
ガ
見
給
フ
」
ト
有
ケ
レ
バ
、
中
納
言
、「
現

ニ■
[

注
３]

フ
候
フ
」
ト
申
シ
給
フ
ニ
、
大
臣
、「
然
テ
ハ
遅
ク
コ
ソ
侍
レ
」
ト
有
ケ
レ

バ
、
中
納
言
心
ニ
思
給
ヒ
ケ
ル
様
、「
此
ノ
大
臣
ハ
只
今
ノ
和
歌
ニ
極
タ
ル
人
ニ
御
座

ス
。
其
レ
ハ
墓
々
シ
ク
モ
無
カ
ラ
ム
事
ヲ
、
面
無
ク
打
出
デ
タ
ラ
ム
ハ
、
有
ラ
ム
ヨ

リ
ハ
極
ク
弊
カ
ル
ベ
シ
。 

～
以
下
略
～
」 

と
、
藤
原
敦
忠
が
実
頼
の
要
請
に
よ
っ
て
和
歌
を
詠
む
際
に
、
「
実
頼
は
当
代
の
和
歌
の
名

人
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
人
の
前
で
良
く
な
い
和
歌
を
詠
ん
だ
な
ら
、
歌
を
詠
ま
な
い
よ
り
も

具
合
が
悪
い
だ
ろ
う
」
と
思
い
躊
躇
す
る
場
面
が
あ
る
。
結
局
、
敦
忠
詠
歌
は
実
頼
の
絶
賛

す
る
と
こ
ろ
と
な
る
の
だ
が
、
敦
忠
は
『
大
鏡
』
〈
時
平
伝
〉
に
も
「
和
歌
の
上
手
、
管
絃

の
道
に
も
傑
れ
た
ま
へ
り
き
」
と
あ
る
よ
う
に
、
和
歌
の
達
人
で
あ
っ
た
。
そ
の
人
物
に
一

目
置
か
れ
て
い
た
実
頼
は
、
ま
さ
に
当
代
随
一
の
歌
人
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。 

 

こ
の
よ
う
な
実
頼
に
つ
い
て
、『
大
鏡
』〈
実
頼
伝
〉
で
は
「
後
撰
に
も
あ
ま
た
入
り
た
ま

へ
り
」
と
具
体
的
に
歌
集
を
明
記
し
て
い
る
。
事
実
、
『
後
撰
集
』
に
実
頼
は
十
首[

注
２]

入

集
し
て
い
る
が
、
時
平
は
十
四
首[

注
４]

・
師
輔
は
十
三
首[

注
５]

入
集
し
て
い
る
こ
と
を
考
え

て
み
て
も
、
実
頼
に
限
っ
て
殊
更
に
「
後
撰
に
も
あ
ま
た
入
り
た
ま
へ
り
」
と
記
す
の
は
矛

盾
し
て
い
る
。
こ
れ
は
『
大
鏡
』
の
依
拠
資
料
と
さ
れ
て
い
る
『
栄
花
物
語
』
に 

こ
の
御
時
に
は
、
そ
の
古
今
に
入
ら
ぬ
歌
を
、
昔
の
も
今
の
も
撰
ぜ
さ
せ
た
ま
ひ
て
、

後
に
撰
ず
と
て
後
撰
集
と
い
ふ
名
を
つ
け
さ
せ
た
ま
ひ
て
、
ま
た
二
十
巻
撰
ぜ
さ 

せ
た
ま
へ
る
ぞ
か
し
。
そ
れ
に
も
、
こ
の
小
野
宮
の
大
臣
の
御
歌
多
く
入
り
た
め
り 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〈
巻
第
一 

月
の
宴
〉 

と
あ
る
の
に
依
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
次
項
三
で
検
討
す
る
。 

 
 

又
、
敦
敏
の
死
後
、
敦
敏
に
馬
が
贈
ら
れ
て
き
た
の
を
見
た
実
頼
が
悲
し
ん
で
詠
ん
だ
「
ま

だ
知
ら
ぬ
」
の
和
歌
は
、『
後
撰
集
』〈
巻
第
二
十 

哀
傷 

一
三
八
六
〉
に
入
集
さ
れ
て
い
る
。 

 
 
 
 

敦
敏
が
身
ま
か
り
に
け
る
を
、
ま
だ
聞
か
で
、
東
よ
り
馬
を
送
り
て
侍
け
れ
ば 

 
 
 
 
 
 
 
 

左
大
臣 

ま
だ
知
ら
ぬ
人
も
有
け
る
東
路
に
我
も
行
て
ぞ
住
む
べ
か
り
け
る 

他
に
も
、『
栄
花
物
語
』〈
巻
第
一 

月
の
宴
〉
に 

小
野
宮
の
大
臣
の
御
太
郎
、
少
将
に
て
敦
敏
と
て
、
い
と
お
ぼ
え
あ
り
て
お
は
せ
し
、

一
年
う
せ
た
ま
ひ
に
し
ぞ
か
し
。
そ
の
御
思
ひ
に
て
、
い
み
じ
く
恋
ひ
し
の
び
た
ま

ひ
け
る
を
、
東
の
方
よ
り
、
人
、
か
の
少
将
の
君
に
と
て
、
馬
を
奉
り
た
り
け
れ
ば
、

見
た
ま
ひ
て
、
大
臣
詠
み
た
ま
ひ
け
る
、 

 
 
 
 

ま
だ
知
ら
ぬ
人
も
あ
り
け
り
東
路
に
わ
れ
も
行
き
て
ぞ
住
む
べ
か
り
け
る 

こ
の
殿
、
お
ほ
か
た
歌
を
好
み
た
ま
ひ
け
れ
ば
、
今
の
帝
こ
の
方
に
深
く
お
は
し
ま

し
て
、
を
り
を
り
に
は
こ
の
大
臣
も
ろ
と
も
に
ぞ
詠
み
か
は
さ
せ
た
ま
ひ
け
る
。 

 

と
あ
る
。『
古
本
説
話
集
』〈
巻
上
〉
に
も
同
話
が
収
載
さ
れ
て
お
り
、
馬
を
贈
っ
て
き
た
主
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は
敦
敏
の
乳
母
で
あ
っ
た
と
詳
細
な
記
事
と
な
っ
て
い
る
。
和
歌
に
関
し
て
は
、
『
清
慎
公

集
』〈
一
○
一
〉・
『
金
玉
和
歌
集
』
〈
五
三
〉・『
深
窓
秘
抄
』〈
八
二
〉
・『
宝
物
集
』〈
三
二
〉

等
に
も
見
ら
れ
る
。 

 

②
凡
、
何
事
に
も
有
識
に
、
御
心
う
る
は
し
く
お
は
し
ま
す
こ
と
は
、
世
の
人
の
本
に
ぞ
引

か
れ
さ
せ
た
ま
ふ
。
小
野
宮
の
南
面
に
は
、
御
髻
放
ち
て
は
出
で
た
ま
ふ
事
な
か
り
き
。

そ
の
故
は
、
稲
荷
の
杉
の
顕
は
に
見
ゆ
れ
ば
、
『
明
神
、
御
覧
ず
ら
む
に
、
い
か
で
か
な

め
げ
に
て
は
出
で
む
』
と
の
た
ま
は
せ
て
、
い
み
じ
く
慎
ま
せ
た
ま
ふ
に
、
お
の
づ
か
ら

お
ぼ
し
め
し
忘
れ
ぬ
る
折
は
、
御
袖
を
被
き
て
ぞ
、
驚
き
騒
が
せ
た
ま
ひ
け
る
。 

〈
実
頼
伝
〉 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

何
事
に
も
精
通
し
て
い
る
実
頼
が
、
御
心
端
正
で
世
人
の
規
範
と
な
り
、
稲
荷
明
神
が
御

覧
に
な
る
と
言
っ
て
自
邸
の
正
殿
で
は
常
に
冠
を
つ
け
た
逸
話
で
あ
る
。 

 

「
凡
、
何
事
に
も
有
識
」
で
あ
る
実
頼
に
つ
い
て
は
諸
書
に
よ
り
確
認
で
き
る
。
実
頼
の

和
歌
に
つ
い
て
は
、
既
に
①
で
記
し
て
い
る
た
め
、
改
め
て
検
討
す
る
ま
で
も
な
い
が
、
①

の
和
歌
逸
話
に
補
足
す
る
と
、『
今
昔
物
語
集
』〈
巻
第
二
十
四
第
四
十
二
〉
に
は
実
頼
女
慶

子
の
乳
母
と
和
歌
贈
答
の
逸
話
が
、『
袋
草
子
』〈
上
巻
〉
に
は
実
資
が
幼
少
の
時
、
馬
内
侍

か
ら
小
弓
を
射
た
褒
美
に
何
も
書
い
て
い
な
い
草
紙
を
も
ら
い
、
そ
れ
に
実
頼
が
和
歌
を
書

い
て
馬
内
侍
に
贈
っ
た
逸
話
が
あ
る
。『
撰
集
抄
』〈
巻
八
第
四
〉
に
は
「
隴
山
雲
暗
」
の
名

句
に
よ
っ
て
大
納
言
に
な
っ
た
と
あ
り
、『
古
今
著
聞
集
』〈
巻
第
六 
管
絃
歌
舞 

第
七
〉
で

は
天
暦
五
年
正
月
二
十
三
日
の
宴
で
重
明
親
王
ら
の
琴
と
共
に
箏
を
奏
し
た
逸
話
を
始
め
、

『
秦
箏
相
承
血
脈
』
に
も
名
が
見
ら
れ
る
。
磯
水
絵
氏[

注
６]

に
よ
る
と
、
実
頼
は
、
「
天
暦

五
（
九
五
一
）
年
正
月
二
十
三
日
内
宴
」
「
天
徳
四
（
九
六
〇
）
年
三
月
三
十
日
内
裏
歌
合

後
」「
康
保
三
（
九
六
六
）
年
二
月
二
十
一
日
内
宴
」「
同
年
十
月
七
日
殿
上
侍
臣
等
の
楽
舞

御
覧
」
の
御
遊
に
お
い
て
、
全
て
箏
を
担
当
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
そ
の
腕
前
は
確

か
で
あ
り
、
詩
歌
管
弦
何
れ
も
実
に
多
才
な
実
頼
の
様
子
が
伺
え
る
。 

 

更
に
、
父
忠
平
の
有
識
を
受
け
継
い
だ
実
頼
は
小
野
宮
流
の
祖
と
な
り
、
後
、
実
資
が
『
小

野
宮
年
中
行
事
』
を
記
す
に
至
る
。こ
の
よ
う
に
何
事
に
も
精
通
し
て
い
た
実
頼
に
つ
い
て
、

仲
平
は
「
彼
ノ
右
大
将
ハ
身
ノ
才
モ
賢
ク
座
ス
。
年
モ
若
シ
。
永
ク
公
ニ
仕
ラ
ム
ズ
ル
人
也
」

（『
今
昔
物
語
集
』〈
巻
第
二
十
第
四
十
三
〉）
と
絶
賛
し
て
い
る
。 

 
 

と
こ
ろ
で
、
忠
平
の
息
子
、
実
頼
・
師
輔
・
師
尹
に
つ
い
て
『
栄
花
物
語
』〈
巻
第
一 

月

の
宴
〉
で
は
次
の
よ
う
に
記
す
。 

 
 

小
野
宮
の
大
臣
は
、
歌
を
い
み
じ
く
詠
ま
せ
た
ま
ふ
。
す
き
ず
き
し
き
も
の
か
ら
、
奥

深
く
わ
づ
ら
は
し
き
御
心
に
ぞ
お
は
し
け
る
。
九
条
の
大
臣
は
、
お
い
ら
か
に
、
知
る

知
ら
ぬ
わ
か
ず
心
広
く
な
ど
し
て
、
月
ご
ろ
あ
り
て
参
り
た
る
人
を
も
、
た
だ
今
あ
り

つ
る
や
う
に
、
け
に
く
く
も
も
て
な
さ
せ
た
ま
は
ず
な
ど
し
て
、
い
と
心
や
す
げ
に
思

し
掟
て
た
め
れ
ば
、
大
殿
の
人
々
、
多
く
は
こ
の
九
条
殿
に
ぞ
集
り
け
る
。
小
一
条
の

師
尹
の
大
臣
は
、
知
る
知
ら
ぬ
ほ
ど
の
疎
さ
睦
ま
じ
さ
も
、
思
し
思
さ
ぬ
ほ
ど
の
け
ぢ

め
け
ざ
や
か
に
な
ど
し
て
、
く
せ
ぐ
せ
し
う
ぞ
思
し
掟
て
た
り
け
る
。
そ
の
ほ
ど
さ
ま

ざ
ま
を
か
し
う
な
ん
あ
り
け
る
。 

 

実
頼
は
和
歌
の
名
人
で
風
流
で
は
あ
る
が
気
難
し
い
性
格
、
師
輔
は
お
っ
と
り
と
し
て
分

け
隔
て
な
く
人
々
と
接
す
る
人
当
た
り
の
良
い
性
格
で
あ
り
、
そ
の
た
め
忠
平
に
仕
え
た
人

は
多
く
師
輔
の
元
に
集
ま
っ
た
と
あ
る
。
師
尹
に
つ
い
て
は
好
悪
の
区
別
が
明
確
で
一
癖
あ

る
性
格
と
さ
れ
て
い
る
。
実
頼
の
「
奥
深
く
わ
づ
ら
は
し
き
御
心
」
は
『
大
鏡
』
の
謹
厳
な

様
子
と
通
じ
て
お
り
、『
古
事
談
』
〈
巻
第
四
―
八
〉
に
は 

 
 

忠
文
卿
【
式
家
、
参
議
民
部
卿
】
勧
賞
の
沙
汰
の
時
、
左
大
臣
定
め
申
さ
れ
て
云
は
く
、

「
疑
は
し
き
を
ば
質
す
こ
と
勿
か
れ
」
と
云
々
。
右
大
臣
申
さ
れ
て
云
は
く
、「「
刑
の

疑
は
し
き
を
ば
質
す
こ
と
勿
か
れ
。
賞
の
疑
は
し
き
を
ば
許
せ
」
と
こ
そ
候
へ
」
と
申

さ
れ
け
れ
ど
も
、
左
府
の
申
す
詞
を
用
ゐ
ら
る
る
に
依
り
、
遂
に
其
の
沙
汰
無
し
、
と

云
々
。
忠
文
、
此
の
事
を
畏
み
申
す
に
依
り
、
後
日
、
富
家
の
券
契
を
九
条
殿
に
奉
る
、

と
云
々
。
小
野
宮
殿
を
ば
、
怨
心
を
結
び
子
孫
を
失
は
む
と
誓
ひ
、
永
く
霊
と
成
る
、

と
云
々
。 

と
あ
る
。
こ
こ
に
も
実
頼
と
師
輔
の
許
容
範
囲
の
差
が
歴
然
と
表
れ
て
お
り
、
厳
格
な
実
頼

像
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。 

  

三 
 

『
大
鏡
』
に
お
け
る
藤
原
師
輔 

―
描
写
比
較
― 

 

藤
原
師
輔
は
、
延
喜
八
（
九
○
八
）
年
誕
生
。
父
は
忠
平
・
母
は
源
能
有
女
で
、
兄
弟
に

実
頼
・
師
氏
・
師
尹
等
が
い
る
。
師
輔
は
、
延
長
元
（
九
二
三
）
年
に
昇
殿
し
、
承
平
元
（
九

三
一
）
年
に
蔵
人
頭
任
官
・
参
議
・
権
中
納
言
・
大
納
言
を
経
て
、
天
暦
元
（
九
四
七
）
年

右
大
臣
と
な
る
。
左
大
臣
に
兄
実
頼
が
い
た
が
、
師
輔
は
娘
安
子
所
生
で
あ
る
冷
泉
天
皇
の

外
祖
父
と
な
っ
て
権
力
を
独
占
し
た
。
天
徳
四
（
九
六
○
）
年
五
月
四
日
、
五
十
三
歳
で
没

す
る
。
日
記
に
『
九
暦
』
が
あ
る
。 

 

師
輔
は
、『
大
鏡
』
が
重
視
す
る
藤
原
北
家
嫡
流
に
属
す
る
人
物
で
、『
大
鏡
』
の
中
で
も

〈
師
輔
伝
〉
は
話
題
豊
富
な
伝
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
内
容
は
、
村
上
女
御
で
あ
る
娘
安
子
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の
話
に
始
ま
り
、
為
平
親
王
不
遇
の
事
・
斎
院
選
子
内
親
王
の
事
・
賀
茂
の
祭
り
で
の
道
長
、

彰
子
ら
の
華
や
か
な
様
子
・
村
上
天
皇
、
安
子
妹
の
登
子
に
懸
想
・
師
輔
男
高
光
の
出
家
・

道
長
男
顕
信
の
出
家
・
師
輔
、
百
鬼
夜
行
に
遭
遇
・
師
輔
、
元
方
と
双
六
を
し
て
勝
利
・
師

輔
、
女
房
の
一
言
に
よ
り
吉
夢
な
ら
ず
・
師
輔
、
忠
平
に
借
り
た
魚
袋
の
お
礼
と
し
て
貫
之

に
代
詠
を
依
頼
・
冷
泉
院
の
事
等
で
あ
る
。 

 

〈
実
頼
伝
〉
と
比
較
す
る
と
一
目
瞭
然
で
あ
る
が
、
〈
師
輔
伝
〉
に
は
〈
実
頼
伝
〉
の
よ

う
な
興
趣
的
雰
囲
気
は
全
く
感
じ
ら
れ
な
い
。
『
大
鏡
』
に
お
け
る
師
輔
は
、
百
鬼
夜
行
を

冷
静
に
対
処
し
た
り
、
双
六
に
勝
っ
た
り
と
ま
さ
に
「
た
ま
し
ひ
」
あ
る
姿
が
描
か
れ
て
お

り
、
そ
の
学
芸
面
に
つ
い
て
は
全
く
触
れ
て
い
な
い
。
又
、
師
輔
が
忠
平
に
借
り
た
魚
袋
の

お
礼
の
和
歌
を
貫
之
に
依
頼
し
、
貫
之
は
名
誉
に
思
う
と
い
う
逸
話
が
あ
る
。
こ
こ
で
『
大

鏡
』
作
者
は
、
「
そ
の
御
畏
ま
り
の
悦
び
は
、
御
心
の
及
ば
ぬ
に
し
も
お
は
し
ま
さ
ざ
ら
め

ど
」
と
、
お
礼
の
和
歌
を
師
輔
自
身
が
お
詠
み
に
な
れ
な
い
わ
け
で
は
な
い
と
記
し
つ
つ
も
、

自
作
の
和
歌
を
詠
む
こ
と
な
く
貫
之
に
依
頼
す
る
師
輔
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な

師
輔
像
を
描
く
『
大
鏡
』
を
見
る
限
り
、
師
輔
の
学
芸
性
は
影
を
潜
め
て
い
る
。
そ
こ
で
、

以
下
、
師
輔
の
学
芸
性
に
つ
い
て
考
察
す
る
。 

  

師
輔
は
、
家
集
『
師
輔
集
』
を
持
ち
、
勅
撰
集
（
八
代
集
）
に
も
十
六
首
入
集[

注
７]

し
て

い
る
。
既
に
前
項
二
①
で
も
触
れ
た
通
り
、
そ
の
内
、
『
後
撰
集
』
に
は
十
三
首
と
ら
れ
て

い
る
。
対
し
て
、
「
和
歌
の
道
に
も
傑
れ
お
は
し
ま
し
て
、
後
撰
に
も
あ
ま
た
入
り
た
ま
へ

り
」〈
実
頼
伝
〉
と
さ
れ
て
い
る
実
頼
は
、『
後
撰
集
』
に
十
首
入
集
し
て
お
り
、
実
際
に
は
、

実
頼
よ
り
師
輔
の
方
が
『
後
撰
集
』
入
集
歌
数
は
上
回
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
に

つ
い
て
、
松
村
博
司
氏[

注
８]

は
、 

 
 

こ
の
事
は
実
頼
が
歌
人
と
し
て
師
輔
の
下
位
に
あ
っ
た
こ
と
を
証
す
る
も
の
で
は
な

く
、
む
し
ろ
『
後
撰
集
』
が
そ
の
撰
歌
の
基
準
と
し
て
、
歌
の
優
劣
よ
り
も
、
人
物
の

政
治
的
実
権
の
有
無
を
重
視
し
た
結
果
に
過
ぎ
な
い
。 

と
藤
岡
忠
美
氏[

注
９]

の
御
論
を
元
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。 

 
 

『
後
撰
集
』
の
成
立
時
代
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
村
上
天
皇
の
命
に
よ
っ
て
撰
集
が
開

始
さ
れ
た
天
暦
五
（
九
五
一
）
年
あ
た
り
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。
実
頼
は
、
天
暦
元
（
九
四

七
）
年
～
康
保
四
（
九
六
七
）
年
ま
で
左
大
臣
、
後
、
関
白
、
太
政
大
臣
を
経
て
、
安
和
二

（
九
六
九
）
年
摂
政
と
な
っ
て
い
る
。
対
す
る
師
輔
は
、
天
暦
元
（
九
四
七
）
年
～
天
徳
四

（
九
六
○
）
年
ま
で
右
大
臣
の
地
位
に
あ
り
、
位
階
は
終
始
実
頼
の
下
で
あ
っ
た
。
師
輔
は

前
項
二
②
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
分
け
隔
て
な
く
人
に
接
す
る
温
厚
な
人
物
で
あ
り
、
同
じ

く
『
栄
花
物
語
』〈
巻
第
一 

月
の
宴
〉
に 

 

九
条
殿
二
の
人
に
て
お
は
す
れ
ど
、
な
ほ
九
条
殿
を
ぞ
、
一
く
る
し
き
二
に
、
人
思
ひ 

き
こ
え
さ
せ
た
め
る 

と
師
輔
は
右
大
臣
で
第
二
の
人
で
あ
る
が
、
一
の
人
で
あ
る
実
頼
を
し
の
ぐ
程
、
優
れ
た
方

だ
と
評
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
世
人
の
信
望
を
得
て
い
た
師
輔
は
、
更
に
娘
安
子
所
生

で
あ
る
冷
泉
天
皇
の
外
祖
父
に
な
り
得
た
こ
と
か
ら
、
位
階
は
実
頼
の
下
で
あ
っ
て
も
、
実

質
的
に
は
や
は
り
師
輔
が
権
力
を
握
っ
て
い
た
と
い
え
よ
う
。
従
っ
て
、
「
歌
の
優
劣
よ
り

も
、
人
物
の
政
治
的
実
権
の
有
無
を
重
視
し
た
」[

注
８]

と
す
る
『
後
撰
集
』
の
撰
歌
基
準
に

沿
っ
て
考
え
る
と
、
師
輔
の
方
が
実
頼
よ
り
『
後
撰
集
』
に
多
数
入
集
し
て
い
る
と
い
う
矛

盾
は
解
決
す
る
。 

 

し
か
し
、
『
大
鏡
』
立
伝
人
物
の
『
後
撰
集
』
入
集
歌
数
を
見
る
と
、
師
輔
の
十
三
首
、

実
頼
の
十
首
を
差
し
置
い
て
、
時
平
が
十
四
首
入
集
し
て
い
る
こ
と
に
気
付
く
。
『
大
鏡
』

で
は
全
く
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
が
、
時
平
は
「
亭
子
院
女
郎
花
歌
合
」
の
公
卿
唯
一
の
出
詠

者
で
あ
り
、「
本
院
左
大
臣
家
歌
合
」
を
催
す
等
、
和
歌
に
多
大
な
る
関
心
を
持
っ
て
お
り
、

『
古
今
集
』
編
集
に
も
関
与
し
て
い
た
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。
時
平
は
、
昌
泰
二
（
八
九
九
）

年
～
延
喜
九
（
九
○
九
）
年
に
左
大
臣
と
な
り
、
同
九
年
四
月
に
没
し
て
い
る
。
時
平
が
政

権
を
保
持
し
て
い
た
時
期
か
ら
、
約
五
十
年
後
の
『
後
撰
集
』
撰
進
当
時
、
既
に
時
平
は
故

人
で
あ
り
、
そ
こ
に
強
力
な
政
治
的
権
力
が
介
在
す
る
と
は
信
じ
難
い
。
そ
の
時
平
が
、
左

大
臣
実
頼
・
右
大
臣
師
輔
よ
り
多
く
『
後
撰
集
』
に
入
集
し
て
い
る
の
は
や
は
り
、
時
平
の

歌
才
に
よ
る
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。 

又
、
実
頼
・
師
輔
の
父
で
あ
る
忠
平
は
、
延
喜
十
四
（
九
一
四
）
年
に
右
大
臣
、
延
長
二

（
九
二
四
）
年
左
大
臣
、
同
八
（
九
三
○
）
年
に
摂
政
、
承
平
六
（
九
三
六
）
年
に
太
政
大

臣
、
天
慶
四
（
九
四
一
）
年
関
白
と
な
る
。
こ
の
よ
う
に
、
『
後
撰
集
』
撰
進
時
に
限
り
な

く
近
い
、
栄
華
を
極
め
た
忠
平
で
さ
え
も
『
後
撰
集
』
入
集
歌
数
は
七
首[

注
１
０]

で
あ
る
。

従
っ
て
、
師
輔
の
『
後
撰
集
』
入
集
歌
が
実
頼
以
上
で
あ
る
の
は
、
政
治
的
実
権
に
よ
る
も

の
で
あ
る
に
し
て
も
、
や
は
り
師
輔
の
歌
才
も
少
な
か
ら
ず
関
係
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。 

 
実
頼
と
師
輔
の
歌
才
に
つ
い
て
は
、『
古
来
風
体
抄
』
に 

 
 

そ
の
ゝ
ち
む
ら
か
み
の
お
ほ
ん
と
き
、
又
み
ち
／
＼
お
こ
さ
せ
た
ま
ひ
け
る
に
、
う
た

の
こ
と
を
も
こ
と
に
あ
が
め
お
ぼ
し
め
し
け
る
に
あ
は
せ
て
、
上
に
左
右
の
大
臣
に
て

を
の
ゝ
み
や
の
お
と
ゞ
淸
愼
公 

九
條
の
お
と
ゞ
師
― 

お
の
／
＼
こ
の
み
ち
に
ふ
か

く
い
た
れ
る
人
／
＼
な
る
う
へ
に
、 

と
、
師
輔
は
兄
実
頼
と
共
に
和
歌
の
道
に
秀
で
た
人
物
で
あ
っ
た
と
あ
る
。 
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九
条
流
の
祖
で
あ
る
師
輔
に
は
、
父
忠
平
か
ら
伝
授
さ
れ
た
教
命
『
貞
信
公
教
命
』
や
有

職
故
実
を
集
大
成
し
た
『
九
条
年
中
行
事
』
、
子
孫
の
為
に
著
し
た
『
九
条
殿
遺
誡
』
が
あ

り
、
以
後
、
一
族
を
始
め
、
宮
廷
社
会
に
多
大
な
影
響
を
与
え
た
。
そ
の
諸
書
が
当
時
非
常

に
重
視
さ
れ
た
様
子
が
、
『
江
談
抄
』[

注
１
１]

・
『
古
事
談
』[

注
１
２]

等
に
も
記
さ
れ
て
い
る
。

更
に
師
輔
は
『
秦
箏
相
承
血
脈
』
に
も
名
が
見
え
、
箏
の
名
手
で
も
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に

師
輔
は
実
に
多
才
で
あ
り
、
学
芸
優
れ
た
人
物
と
い
え
る
。 

  

以
上
、『
大
鏡
』〈
実
頼
伝
〉
に
お
け
る
藤
原
実
頼
に
つ
い
て
検
討
し
た
が
、
実
頼
は
学
芸

的
な
人
物
と
し
て
定
評
が
あ
り
、
『
大
鏡
』
も
ほ
ぼ
そ
れ
を
踏
襲
し
て
い
る
。
し
か
し
、
実

頼
弟
で
あ
る
師
輔
は
、『
大
鏡
』〈
師
輔
伝
〉
で
は
「
た
ま
し
ひ
」
を
重
視
し
た
逸
話
を
挙
げ
、

学
芸
的
描
写
は
全
く
な
さ
れ
て
い
な
い
。
事
実
、
師
輔
は
学
芸
に
秀
で
た
多
才
な
人
物
で
あ

り
、
こ
こ
に
『
大
鏡
』
作
者
特
有
の
徹
底
し
た
描
き
分
け
が
見
て
取
れ
る
。
「
学
芸
性
」
が

重
視
さ
れ
る
兄
と
「
た
ま
し
ひ
」
が
重
視
さ
れ
る
弟 

―
実
頼
と
師
輔
は
、『
大
鏡
』
で
は
対

照
的
な
立
場
で
描
写
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。 

  

［
注
］ 

１ 

拙
稿
「『
大
鏡
』
の
学
芸
人 

―
そ
の
描
写
方
法
― 

〔
一
〕
藤
原
良
房
」 

（『
有
明
工
業
高
等
専
門
学
校
紀
要
』
第
五
十
三
号 

二
〇
一
八
年
一
月
） 

 

２ 

実
頼
の
八
代
集
入
集
歌
は
、
以
下
の
通
り
。 

 
 
 

『
後
撰
和
歌
集
』 

五
・
一
三
六
・
二
六
六
・
二
九
四
・
七
八
八
・
九
五
〇
・
九
五
三
・
一
一
九
八
・ 

一
二
八
七
・
一
三
八
六
。 

『
拾
遺
和
歌
集
』 

八
六
・
一
五
八
・
二
九
四
・
四
九
七
・
五
五
三
・
六
三
六
・
六
三
七
・ 

一
二
二
〇
・
一
二
七
四
。 

『
新
古
今
和
歌
集
』 

七
八
二
・
一
一
七
五
・
一
二
三
四
・
一
七
八
八
。 

３ 
■

に
は
次
の
一
字
が
入
る
。 

 
 
 

・
偏
は
「
言
」、
旁
は
「
慈
」。 

４ 

時
平
の
『
後
撰
和
歌
集
』
入
集
歌
は
、
以
下
の
十
四
首
。 

 

 
 
 
 

五
四
五
・
七
五
二
・
七
五
五
・
七
五
九
・
八
〇
八
・
八
二
一
・
八
三
〇
・
九
〇
二
・

九
三
三
・
一
〇
六
七
・
一
〇
七
七
・
一
一
二
八
・
一
二
七
三
・
一
三
四
〇
。 

 

５ 

師
輔
の
『
後
撰
和
歌
集
』
入
集
歌
は
、
以
下
の
十
三
首
。 

 
 
 
 

二
八
一
・
二
八
三
・
二
九
二
・
五
八
七
・
七
五
三
・
七
七
五
・
七
八
二
・ 

一
〇
一
〇
・
一
一
一
一
・
一
二
二
七
・
一
三
八
四
・
一
三
九
二
・
一
四
〇
五
。 

６ 

磯
水
絵 

『
院
政
期
音
楽
説
話
の
研
究
』 

 

「『
今
昔
物
語
集
』
に
描
か
れ
る
音
楽
場
面
」 

五
九
頁 

（
和
泉
書
院 

一
九
九
八
年
二
月
） 

７ 

師
輔
の
八
代
集
入
集
歌
は
、
以
下
の
通
り
。 

 
 
 

『
後
撰
和
歌
集
』 

二
八
一
・
二
八
三
・
二
九
二
・
五
八
七
・
七
五
三
・
七
七
五
・
七
八
二
・ 

一
〇
一
〇
・
一
一
一
一
・
一
二
二
七
・
一
三
八
四
・
一
三
九
二
・
一
四
〇
五
。 

『
拾
遺
和
歌
集
』 

二
八
六
・
六
五
〇
。 

『
新
古
今
和
歌
集
』 

一
一
八
〇
。 

８ 

松
村
博
司 

『
栄
花
物
語
全
注
釈
』
第
一
巻 

五
二
頁 

 

（
角
川
書
店 

一
九
六
九
年
八
月
） 

９ 

藤
岡
忠
美 

『
平
安
和
歌
史
論
』「
後
撰
集
の
構
造
」 （

桜
楓
社 

一
九
六
六
年
二
月
） 

１
０ 

忠
平
の
『
後
撰
和
歌
集
』
入
集
歌
は
、
以
下
の
七
首
。 

 
 
 
 

二
〇
三
・
一
〇
八
七
・
一
三
七
〇
・
一
三
七
八
・
一
三
八
〇
・
一
三
八
七
・ 

一
四
〇
一
。 

１
１ 

『
江
談
抄
』 

治
部
卿
伊
房
云
は
く
、
「
『
九
条
殿
の
御
遺
誡
に
云
は
く
、
わ
が
後
た
る
人
は
、

賀
茂
・
春
日
の
御
祭
日
に
は
必
ず
社
頭
に
参
詣
す
べ
き
な
り
。
た
だ
し
、
春
日

に
お
い
て
は
路
遠
く
煩
ひ
有
れ
ば
、
大
原
野
に
参
る
べ
き
な
り
と
い
へ
り
。
し

か
る
に
大
原
野
に
参
る
こ
と
す
で
に
も
つ
て
断
絶
せ
る
な
り
』
と
。
件
の
事
極

じ
き
秘
事
に
し
て
、
世
間
に
流
布
せ
る
遺
誡
に
は
載
せ
ず
。
も
し
く
は
、
件
の

事
、
別
の
御
記
に
在
る
か
。」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〈
第
一
―
二
十
八
〉 

１
２ 

『
古
事
談
』 

 
 
 
 

・
知
足
院
殿
仰
せ
て
云
は
く
、「
四
条
大
納
言
の
北
山
抄
は
神
妙
の
物
な
り
。
大
二 

条
殿
を
聟
に
取
り
て
、
九
条
殿
の
御
記
を
も
伺
ひ
見
て
作
り
た
る
間
、
め
で
た 

き
物
に
て
あ
る
な
り
。」 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

〈
巻
第
二
―
一
九
〉 
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・
九
条
殿
遺
誡
に
曰
は
く
、「
凡
そ
不
信
の
輩
は
、
非
常
夭
命
な
る
こ
と
、
前
鑒
已

に
近
し
」
と
。

〈
巻
第
二
―
五
八
〉

※
原
文
引
用
の
テ
キ
ス
ト
は
以
下
の
通
り
。

・『
大
鏡
』
…
「
日
本
古
典
集
成
」
（
新
潮
社
）

・『
栄
花
物
語
』
…
「
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
」（
小
学
館
）

・『
今
昔
物
語
集
』『
江
談
抄
・
中
外
抄
・
富
家
語
』『
古
事
談
・
続
古
事
談
』

…
「
新
日
本
古
典
文
学
大
系
」（
岩
波
書
店
）

・『
古
来
風
体
抄
』
…
「
日
本
歌
学
大
系

第
弐
巻
」（
風
間
書
房
）

・『
後
撰
和
歌
集
』
…
「
新
編
国
歌
大
観
」（
角
川
書
店
）

又
、
本
稿
中
に
記
し
て
い
る
和
歌
番
号
は
全
て
「
新
編
国
歌
大
観
」
番
号
と
す
る
。

・『
河
海
抄
』
…
「
紫
明
抄

河
海
抄
」（
角
川
書
店
）

※
人
物
略
歴
に
つ
い
て
は
、
「
国
史
大
辞
典
」
（
吉
川
弘
文
館
）
・「
日
本
古
典
文
学
大
辞
典
」

（
岩
波
書
店
）・「
平
安
時
代
史
事
典
」（
角
川
書
店
）・「
史
料
綜
覧
」（
東
京
大
学
出
版
会
）

を
参
照
。

（2
0
20

.9
.3

0

受
付
）




